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議会の注目ベスト６！

平成 23年度決算

燕市決算　　　　  カルタ
決算審査の中で、議会が注目するものを６つ選び、つばめっ子カルタに
なぞらえてみました

い ろは

小中学校整備事業
・吉田小学校改築事業
　　4億 3,243万 3千円（3億 9,608 万 5千円増）
　吉田小学校旧校舎の解体工事及び校舎改築（Ⅰ期）工事（平成 25
年３月の完成予定）。

・分水小学校耐震補強事業
　　6,357 万4千円（6,277 万 6 千円増）
　分水小学校屋内運動場の耐震補強及び校舎の耐震補強（Ⅰ期）工事。

・吉田中学校大規模改造事業
　　4億2,095万 9千円（3億 9,890万 9 千円増）
　吉田中学校校舎の耐震補強及び大規模改造（Ⅰ期）工事。

子ども夢基金事業　170万 7千円
　子ども夢基金を活用し、小・中学生が全国スポーツ大会に出場する
際の遠征費を補助（１人１回につき５万円を上限）。
　　　　　　　　　　　　　　　　実績：小学生 23 人、中学生 37 人

地場産業販路開拓事業
　6,575万4千円  
　（729万 4 千円増）
　「新潟県ふるさと雇用再生特
別基金事業（補助率 10 分の
10）」により開設した「えちご
燕物産館両国店」と「同町田店」
の運営を、燕三条地場産業振興
センターに委託。また、見本市
出展小間料の２分の１（１小間
10 万円限度で最高５小間まで）
を助成。

小売商店主販路拡大支
援事業　53万6千円
　小売商店の販路拡大を支援す
るため、商店元気塾を開催（18
店舗参加・６回開催）。

子ども医療費助成事業　1億 9,524万円（4,589 万 3千円増）
　出生した日から満 12 歳に達した日以後の、最初の３月 31 日までの子どもの
通院及び入院に係る医療費の自己負担額から、一部負担金を除いた額を助成。

生活保護事業　4億 9,108万 5千円（4,382 万 8千円増）
　生活困窮者に最低限度の生活を保障する援助。

災害救助費
　6,609万6千円
　東日本大震災の被災者を受け
入れ、避難所の開設と運営に係
る費用の負担や、生活支度金の
支給、被災地への台所用品の寄
贈。

非常用備蓄品整備事業
　429万 9千円
　（414万 8千円増）
　東日本大震災の被災地へ救
援物資を提供したことから、
毛布や非常用食料品、紙お
むつ等の生活用品などを補
充するとともに、本市が被
災した場合を想定して備蓄
品を購入。

を受け
に係
金の
の寄

業

救
、
お
補

市街地雨水対策事業
　8,428 万 3 千円（3,043 万 9 千円増）
　降雨による道路冠水が発生し
ていた水道町地区において、平
成 23 年度は 677 ｍの工事を実
施し事業を完了。分水地区は、
施設能力の不足箇所 30 ｍの工
事を実施。

除排雪対策事業  
　4 億 9,371万 1千円
　　（1億 8,280万 3千円増）
　一斉除雪（15 回）のほか、
機械の点検や除雪待機料、ま
た、消雪施設の保守点検や漏
水修繕など、冬期間における
円滑な道路交通を確保。

社会資本総合整備計
画策定事業  
　428万4千円
　上越新幹線燕三条駅、北
陸自動車道ＩＣ周辺地区の
須頃郷地区排水対策事業
や、公園整備事業を実施
するため「社会資本総合
整備計画」を策定。

つばめっ子かるた作成事業　 
　750万円
　未来を担う子どもたちに、燕市のことを
よく知ってもらうため「つばめっ子かる
た」（大判かるた 100 セット、通常版かる
た 5,000 セット）を作成。

燕ジュニア検定事業
　122万 9千円
　小学校児童対象に、地域の歴史や文化等
を楽しく勉強してもらい、ふるさとへの誇
りと愛着を持ってもらうための「燕ジュニ
ア検定問題集」の作成。

夏まつり交流促進事業
　93万 7千円
　燕市の一体感がより高まることを目的に、
燕市内 11 のよさこい団体と協働で、燕市
オリジナルの新しいよさこい踊りを創作。

ＹＯＵ－ＧＯ支援事業
　74万 8千円
　燕市の一体感の醸成を図るため、市内各
地区の交流促進を図る活動を行う５団体を
「燕はひとつ推進団体」として認定し、活
動費用の一部を補助。
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ム
ペ
ー
ジ
の
中
身
は
、
職

員
間
で
検
討
す
る
ほ
か
、
他
市

員
間
で
検
討
す
る
ほ
か
、
他
市

を
参
考
に
し
な
が
ら
改
善
し
て

を
参
考
に
し
な
が
ら
改
善
し
て

い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

●●問　　

生
活
保
護

生
活
保
護
の
扶
助
費
が
、

の
扶
助
費
が
、

当
初
予
算
か
ら
約
３
７
０
０
万

当
初
予
算
か
ら
約
３
７
０
０
万

円
も
増
額
に
な
っ
て
い
る
。
あ

円
も
増
額
に
な
っ
て
い
る
。
あ

ら
か
じ
め
保
護
者
数
の
増
減
を

ら
か
じ
め
保
護
者
数
の
増
減
を

見
込
ん
だ
額
で
計
上
は
さ
れ
た

見
込
ん
だ
額
で
計
上
は
さ
れ
た

の
か
。

の
か
。

●●答　　

保
護
者
数
の
増
に
つ
い
て

保
護
者
数
の
増
に
つ
い
て

は
、
例
年
の
増
数
は
見
込
ん
で

は
、
例
年
の
増
数
は
見
込
ん
で

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
1212

月
に
補
正
を
し
た
時
点
で
、
医

月
に
補
正
を
し
た
時
点
で
、
医

療
費
、
通
院
費
な
ど
の
医
療
扶

療
費
、
通
院
費
な
ど
の
医
療
扶

助
費
が

助
費
が
8
0
0
0

8
0
0
0
万
円
増
額

万
円
増
額

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

●●問　　

結
核
予
防

結
核
予
防
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
に
つ
い
て
、

結
核
の
罹
患
率
は
減
少
傾
向
に

結
核
の
罹
患
率
は
減
少
傾
向
に

あ
る
よ
う
だ
が
、
減
少
率
は
鈍

あ
る
よ
う
だ
が
、
減
少
率
は
鈍

化
し
て
い
る
。
国
内
で
は
ま
だ

化
し
て
い
る
。
国
内
で
は
ま
だ

２
万
２
０
０
０
人
超
の
結
核
患

２
万
２
０
０
０
人
超
の
結
核
患

者
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
事

者
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、

業
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
度
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
凝

昨
年
度
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
凝

ら
し
、成
果
は
上
が
っ
た
の
か
。

ら
し
、成
果
は
上
が
っ
た
の
か
。

●●答　　
こ
の
事
業
は

こ
の
事
業
は
6565
歳
以
上
の
方

歳
以
上
の
方

の
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
診
を
委

の
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
診
を
委

託
し
、
特
定
健
診
や
他
の
健
康

託
し
、
特
定
健
診
や
他
の
健
康

診
査
と
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い

診
査
と
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い

る
。
市
の
結
核
患
者
と
し
て
登

る
。
市
の
結
核
患
者
と
し
て
登

録
さ
れ
た
方
の
人
数
は
、
平
成

録
さ
れ
た
方
の
人
数
は
、
平
成

2020
年
度
８
人
、

年
度
８
人
、
2121
年
度
９
人
、

年
度
９
人
、

2222
年
度
７
人
で
あ
っ
た
。

年
度
７
人
で
あ
っ
た
。

●●問　　

公
害
防
止

公
害
防
止
費
の
公
共
水
域

費
の
公
共
水
域

水
質
検
査
委
託
料
に
つ
い
て
、

水
質
検
査
委
託
料
に
つ
い
て
、

現
状
は
ど
う
か
。

現
状
は
ど
う
か
。

●●答　　
中
之
口
川
の
南
公
民
館
わ
き

中
之
口
川
の
南
公
民
館
わ
き

と
、
同
じ
く
野
球
場
わ
き
の
排

と
、
同
じ
く
野
球
場
わ
き
の
排

水
路
の
２
ヵ
所
の
水
質
調
査
を

水
路
の
２
ヵ
所
の
水
質
調
査
を

行
っ
た
。
ト
リ
ク
レ
ン
な
ど
の

行
っ
た
。
ト
リ
ク
レ
ン
な
ど
の

検
出
を
対
象
と
し
た
検
査
だ

検
出
を
対
象
と
し
た
検
査
だ

が
、
１
年
間
で
環
境
基
準
を

が
、
１
年
間
で
環
境
基
準
を

オ
ー
バ
ー
し
た
こ
と
が
３
回

オ
ー
バ
ー
し
た
こ
と
が
３
回

あ
っ
た
。
検
査
時
期
の
８
月
は

あ
っ
た
。
検
査
時
期
の
８
月
は

渇
水
期
の
た
め
基
準
も
高
目
に

渇
水
期
の
た
め
基
準
も
高
目
に

推
移
し
て
お
り
、
一
過
性
の
も

推
移
し
て
お
り
、
一
過
性
の
も

の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

●●問　　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
費

助
成
費

の
、助
成
件
数
と
経
済
効
果
は
。

の
、助
成
件
数
と
経
済
効
果
は
。

●●答　　

助
成
件
数
は
４
８
６
件
で
、

助
成
件
数
は
４
８
６
件
で
、

３
８
３
９
万
４
０
０
０
円
を
助

３
８
３
９
万
４
０
０
０
円
を
助

成
し
た
。
そ
れ
に
値
す
る
工
事

成
し
た
。
そ
れ
に
値
す
る
工
事

費
が
７
億
７
７
２
５
万
円
で
あ

費
が
７
億
７
７
２
５
万
円
で
あ

る
。
こ
の
効
果
を
算
出
し
た
と

る
。
こ
の
効
果
を
算
出
し
た
と

こ
ろ
、
助
成
額
の

こ
ろ
、
助
成
額
の
33
・・
33
倍
に
倍
に

及
ぶ
１
億
２
８
０
０
万
円
の
工

及
ぶ
１
億
２
８
０
０
万
円
の
工

事
費
の
押
し
上
げ
が
あ
っ
た
も

事
費
の
押
し
上
げ
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
経
済

の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
経
済

波
及
効
果
で
は
助
成
額
の

波
及
効
果
で
は
助
成
額
の
55
・・

55
倍
に
値
す
る
約
２
億

倍
に
値
す
る
約
２
億
１１
０
０
０
０

０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の

０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
算
出
さ
れ
る
。

と
算
出
さ
れ
る
。

●●問　　

小
売
商
店
主
販
路
拡
大

小
売
商
店
主
販
路
拡
大

支
援
支
援
事
業
に
は
、
燕
・
吉
田
・

事
業
に
は
、
燕
・
吉
田
・

分
水
各
地
区
の
商
店
の
方
々
が

分
水
各
地
区
の
商
店
の
方
々
が

参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

内
容
は
。

内
容
は
。

●●答　　
６
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開

６
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開

催
し
た
。

催
し
た
。
1818
商
店
の
参
加
が
あ

商
店
の
参
加
が
あ

り
、
内
訳
は
燕
地
区
が
３
店
、

り
、
内
訳
は
燕
地
区
が
３
店
、

吉
田
地
区
が

吉
田
地
区
が
1414
店店
、
分
水
地
区

、
分
水
地
区

がが
１
店
１
店
で
あ
っ
た
。
第

で
あ
っ
た
。
第
１１
回
目
回
目

の
﹁
商
売
繁
盛
の
秘
密
と
は
﹂

の
﹁
商
売
繁
盛
の
秘
密
と
は
﹂

で
は
、

で
は
、
1515
の
商
店
主
の
方
か
ら

の
商
店
主
の
方
か
ら

出
席
を
い
た
だ
い
た
。

出
席
を
い
た
だ
い
た
。

●●問　　

都
市
公
園

都
市
公
園
管
理
費
の
公
園

管
理
費
の
公
園

遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
、

遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
、
2323
年年

度
に
３
基
の
遊
具
を
再
設
置
し

度
に
３
基
の
遊
具
を
再
設
置
し

た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
遊

た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
遊

　
　
　
　

決
算
に
関
す
る
質
疑

決
算
に
関
す
る
質
疑

平成平成
23年度23 年度

新しくなった遊具（燕地区南公園）新しくなった遊具（燕地区南公園）

消防本部防災センターの備蓄庫消防本部防災センターの備蓄庫

決算の特徴
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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

消費税増税は
　　　燕市の産業に打撃

「
も
う
一
歩
踏
み
出
す
」

た
め
の
心
の
刺
激
策

問

何
か
や
り
た
い
が
行
動
で
き
て
い

な
い
﹁
心
が
う
ず
う
ず
﹂
し
て
い
る
元

気
な
方
の
力
を
、
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち

育
て
に
生
か
し
て
も
ら
う
方
策
は
な
い

か
。

答

﹁
地
域
の
た
め
に
行
動
し
た
い
と

う
ず
う
ず
し
て
い
る
﹂
方
を
ぜ
ひ
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。
我
々
と
し
て
も
、
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
、
手
助
け
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

問

生
活
保
護
に
至
る
前
の
、
社
会
生

活
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
方
々
へ
の

支
援
を
充
実
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体

問

消
費
税
の
税

率
を
、
現
行
５
％

か
ら
段
階
的
に

10
％
に
引
き
上
げ

る
法
律
が
８
月
10

日
可
決
さ
れ
た
。

消
費
税
増
税
は
燕

市
の
産
業
に
と
っ

て
大
変
な
影
響
が

出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す

る
。
市
長
の
政
治

姿
勢
と
し
て
、
消

費
税
増
税
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
た

い
。

　

こ
の
問
題
で
私

た
ち
は
、
燕
市
の

業
界
団
体
や
有
力

な
会
社
を
事
前
に

の
元
気
を
維
持
す
る
た
め
に
大
切
な
も

の
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

答

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
が
社
会
問
題

化
し
て
き
て
お
り
、
生
活
保
護
を
受
け

る
前
に
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
必
要
は
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
取

り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

い
じ
め
の
発
見
・
解
決
が
遅
れ
、

悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
が
、
そ

の
理
由
と
対
策
を
伺
う
。

答

児
童
生
徒
が
発
し
て
い
る
サ
イ
ン

を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
現
象
と
し
て
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
の
背
景
を
把
握
で
き
ず
に
、
誤
っ
た

対
応
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
教
員
の

研
修
や
、
大
人
た
ち
が
、
も
っ
と
子
ど

も
に
関
心
を
持
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

訪
問
し
た
が
、
多
く
の
人
た
ち
は
増
税

に
反
対
で
あ
っ
た
。
あ
る
会
社
の
専
務

は
﹁
今
の
時
期
に
税
率
を
５
％
以
上
引

き
上
げ
る
こ
と
は
事
業
者
に
と
っ
て
大

変
な
こ
と
で
、
１
９
９
７
年
に
３
％
か

ら
２
％
引
き
上
げ
た
と
き
よ
り
も
っ
と

大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
容
易
に
予

想
が
で
き
る
﹂
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
感
想
・
見
解
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答

消
費
税
法
案
の
成
立
に
つ
い
て
、

基
本
的
に
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
と

い
う
観
点
か
ら
、
中
長
期
的
に
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
だ
と
考
え
る
一
方

で
、
私
と
し
て
は
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
の
時
期
に
つ
い
て
、
現
在
の
景
気
低

迷
、
あ
る
い
は
デ
フ
レ
が
続
い
て
い
る

中
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
申
し
上
げ

て
き
た
。
今
回
、
あ
る
意
味
拙
速
な
形

で
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
、
残
念
に
思
っ

て
い
る
一
人
だ
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、

地
場
産
業
や
地
域
経
済
に
い
ろ
い
ろ
な

影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
。

小林由明 議員（旭日会）

本多了一 議員（日本共産党）

16名の議員が聞いた！

一 般 質 問① 小林由明 議員
（旭日会）

P. 7 ② 本多了一 議員
（日本共産党）

P. 7

1.生活保護について 1.市長の政治姿勢について
2.全ての人が、もう一歩踏み出すた
めの心の刺激策について

2.農業政策について市の総合計画か
ら問う

3.学校でのいじめ問題について 3.商業、建設業の振興策について
4.介護保険の改正に関して

③ 中島清一 議員
（旭日会）

P. ８ ④ 樋浦恵美 議員
（公明党）

P. ８

1.市長の政治姿勢について 1. 熱中症対策について
2.本市によせられた「ふるさと納税」
の実績について

2. 学校図書館の充実について
3. ごみの減量・再資源化の推進につ
いて3.教育問題について

⑤ 渡邉広宣 議員
（鴻鵠クラブ）

P. ９ ⑥ 渡邉雄三 議員
（公明党）

P. ９

1.平成 23 年度決算からみる財政認
識と中期的見通しについて

1. 防犯灯・公共施設のＬＥＤ化につ
いて

2.指定管理者制度について 2. 燕市内に漂う悪臭について
3.奨学金制度の柔軟な運動について 3.

 
コンビニにおける証明書の交付に
ついて4. 新市建設計画の進捗状況について

⑦ 大原伊一 議員
（旭日会）

P. ９ ⑧ 塙　　豊 議員
（旭日会）

P. ９

1. 合併特例債事業後に最大の案件と
なるであろう行財政改革について

1.財政問題について
2. 産業問題について

2.本市における農業の６次産業化に
ついて

3. 公共下水道事業の進捗状況と負担
金について

3.若い世代の農業後継者確保について

⑨ 齋藤信行 議員
（大河の会）

P. 11 ⑩ 土田　昇 議員
（日本共産党）

P. 11

1.
 
ＩＣＴ等を活用した授業の取り組
みについて

1.
 
地域医療の問題点と今後の対応に
ついて

2.海外都市交流事業の状況について 2. 産業史料館の管理について
3. おいらん道中等各イベント燕のＰ
Ｒを

3. 不登校問題といじめの実態について

⑪ 丸山吉朗 議員
（大河の会）

P. 12 ⑫ 山﨑雅男 議員
（旭日会）

P. 12 ⑬ 齋藤紀美江 議員
（旭日会）

P. 13

1.
 
市長就任２年半、市長当選時に掲
げられていたテーマ、目標、また
その後の政策について

1. 安心・安全なまちづくりを進める
にあたり

1. 図書館のありかたについて
2. 子どもを育む施策について

2. 小・中学校の学期制について 3.
 
吉田ふれあい広場の芝広場の改修
と活用について2.

 
三条市栄地区のＥＴＣ専用栄ス
マートインターチェンジについて

3. 現庁舎の利活用について　

3.
 
分水熊森地区で信濃川にかかる万
盛橋について

4. 燕祭りにおける花火打上げについて

⑭ タナカ・キン 議員
（無所属）

P. 13 ⑮ 中山眞二 議員
（旭日会）

P. 14 ⑯ 阿部健二 議員
（無所属）

P. 14

1.
 
事業所ＬＥＤ化設備設置費補助金
について

1. 日本一輝くまちについて 1.
 
６月議会での教育委員会の官僚的
答弁について2. 指定管理者制度について

2. 仲町駐車場について 3. 老朽化した空き家対策について 2.
 
教科書に書かれている公務員につ
いて3. ハチの駆除について 4. 補助金・助成金について

4. 新庁舎のエレベーターについて 5. 産業について 3.
 
燕市政における官僚組織と官僚の
逆機能について5. 新庁舎内の売店について 6. 子ども園について

6. チタンによるモニュメントについて
7.
 
骨髄バンク・ドナー助成制度につ
いて

【燕市の「その他世帯」の増加状況】
H23年3月末34人→H24年3月末37人→H24年７月末44人
※64歳以下で、障害・傷病（持病があり通院している）・母子世
帯に該当しない世帯のこと。いわゆる働けると思われる世帯。

被保護世帯及び被保護者の推移
項　　目 H19年度 H21年度 H23年度

燕　

市

被保護世帯数 180 211 260
世 帯 数 26,669 27,063 27,470
被保護人員（人） 222 252 311
人 口（人） 82,957 82,214 81,512

新
潟
県

被保護世帯数 10,270 11,813 14,080
世 帯 数 836,314 847,905 858,999
被保護人員（人） 14,064 16,005 19,203
人 口（人） 2,407,430 2,383,650 2,362,581

ひとくちメモ… 一般質問の人数に制限はありません。１人当たりの質問時間は3030分以内です。
　　　　　　　 質問を行う議員は、事前に「こんな質問をします」という通告を書面で行います。
　　　　　　　 本会議における質問の順番は受付順となっています。

　一般質問は、議員が市政全般

にわたり、政策提言も含めて市

に考えを聞くものです。平成 24

年９月議会では、16名の議員が

登壇しました。全質問項目は左

記のとおりです。

　７ページからの本文は質問議

員本人が執筆していますが、文

字数が限られているため、要約

して掲載しています。全文は、

各図書館などに置いてある議事

録か、インターネット（市議会

ホームページ内の「会議録検索」）

で閲覧するこ

とができます。
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公共施設防犯灯のLED化を！

奨
学
金
制
度
の
柔
軟

な
運
用
を
！

問

県
内
30
市
町
村
の
う
ち
27
市
町
村

で
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。
そ
の

市
町
村
が
、
他
の
奨
学
金
制
度
と
の
併

用
を
認
め
て
い
る
が
、
燕
市
は
認
め
て

い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
返
還
期
間
は
10

年
と
他
自
治
体
と
同
じ
だ
が
、
据
置
期

間
は
１
年
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い

中
、
燕
市
は
６
ヵ
月
と
し
て
い
る
。

　

経
済
状
況
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
っ

て
き
て
い
る
今
日
、
利
用
し
や
す
い
制

度
に
改
善
す
べ
く
奨
学
金
の
併
用
、
所

得
に
応
じ
た
返
還
期
間
な
ど
、
柔
軟
な

運
用
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

答

燕
市
の
場
合
、
現
行
制
度
の
運
用

の
中
で
、
所
得
状
況
な
ど
個
別
の
事
情

に
応
じ
て
返
還
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

相
談
し
な
が
ら
、
柔
軟
な
対
応
に
努
め

て
い
る
。

問

市
内
に
は
防
犯
灯
と

水
銀
灯
を
合
わ
せ
て
約

１
万
７
０
０
０
灯
あ
る

が
、
電
力
会
社
に
支
払
っ

て
い
る
電
気
料
金
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
か
え
た
場
合
の
年
間

の
電
気
料
金
を
伺
う
。

答

年
間
の
電
気
料
金

は
、
６
０
５
３
万
円
、
こ

れ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
か
え
た
場

合
４
１
２
１
万
円
と
な

り
、
１
９
３
２
万
円
の
電

気
料
金
の
軽
減
に
な
る
。

問

市
内
民
間
事
業
所
へ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
に
要
す

る
経
費
の
３
分
の
１
を
上

限
50
万
円
で
補
助
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
市
が
電
力
会

社
に
直
接
支
払
っ
て
い
る

公
共
施
設
、
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
電
気
料

金
の
軽
減
を
優
先
に
し
な

か
っ
た
の
か
。

　

今
後
は
他
制
度
と
の
併
用
を
は
じ

め
、
返
還
期
間
、
奨
学
金
の
額
な
ど
す

べ
て
の
面
で
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い

く
上
で
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
現
行
制
度
を
再
点
検
し
て
い
き
た

い
。

答

公
共
施
設
防
犯
灯
な
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
切
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済

的
に
も
環
境
的
に
も
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
は
指
摘
す
る
と
お
り
だ
が
、
事

業
を
進
め
る
に
は
多
額
の
設
置
費
用
が

必
要
に
な
る
た
め
、
国
な
ど
の
有
利
な

補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
の
活
性
化
と
と
も
に
環
境
面
に
配

慮
し
、
事
業
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
優
先
す

る
こ
と
に
し
た
。

問

現
在
、
一
部
自
治
体
で
実
施
し
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
交

付
を
、
市
と
し
て
検
討
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

答

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
に
つ

い
て
は
、
利
便
性
も
あ
り
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。
初
期
投
資
が
高
額
で

年
間
経
費
も
３
５
０
万
円
、
市
の
負
担

も
大
き
い
の
で
、
将
来
的
に
は
検
討
す

る
考
え
は
あ
る
。　

渡邉広宣 議員（鴻鵠クラブ）

渡邉雄三 議員（公明党）

▲３年連続、全国から
　志願者の多い大学

ふれあいトークで
　　　寄せられた要望は

小
中
学
校
、保
育
園
・

幼
稚
園
の
熱
中
症
対
策
！

問

市
内
３
会
場
で

﹁
市
長
と
の
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
﹂
が
実
施

さ
れ
た
。
参
加
状
況

は
ど
れ
く
ら
い
だ
っ

た
の
か
。
市
民
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
質
問

や
要
望
が
寄
せ
ら
れ

た
の
か
。
市
長
の
感

想
を
聞
き
た
い
。

答

３
会
場
を
合
計

す
る
と
１
５
０
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
っ

た
。
寄
せ
ら
れ
た
質

問
や
意
見
は
、
市
の

財
政
状
況
・
福
祉
・

教
育
に
関
す
る
も
の

を
は
じ
め
、
人
口
の

減
少
抑
制
対
策
・
冬

季
の
除
雪
対
策
等
々

多
岐
に
わ
た
り
、
都

合
13
人
か
ら
22
件
の

質
問
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
市
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
個

別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
解
説
し
た

が
、
理
解
を
い
た
だ
く
よ
い
機
会
に

な
っ
た
と
受
け
と
め
て
い
る
。
市
民
か

ら
は
地
域
に
密
着
し
た
質
問
、
要
望
等

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
会
場
で

寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
生
の
声
も
生
か
し

て
い
き
た
い
。
今
後
も
こ
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
継
続
し
た
い
。

問

大
手
企
業
の
海
外
シ
フ
ト
を
背
景

に
、
中
小
企
業
の
海
外
進
出
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
加
速
し
て
い
る
。
海
外
展
開

を
考
え
る
市
内
企
業
の
支
援
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く

中
で
、
燕
の
中
小
企
業
も
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
波
を
避
け
て
通
れ
な
い
。
そ

の
波
に
ど
う
対
応
す
る
か
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も
い
ろ
い
ろ

な
関
係
者
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
支
援

策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
冷
房
設

置
に
つ
い
て
、
中
学
校
は
今
年
度
残
り

の
１
校
も
整
備
さ
れ
る
。
小
学
校
は
１

校
の
み
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

対
応
は
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
小
中

学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
に
、
気
化
熱

で
周
辺
気
温
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
分
水
小
学

校
を
除
き
、
普
通
教
室
の
冷
房
は
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
直
ち
に
設
置
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
他
市
で
は
扇
風
機
を

設
置
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
検
討
し
た

い
。

　

吉
田
中
学
校
に
は
独
自
に
自
作
し
た

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
る
の
で
、
効
果

に
つ
い
て
精
査
を
し
研
究
し
た
い
。

問

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て
、

市
内
の
小
中
学
校
の
司
書
教
諭
の
配
置

状
況
は
。
専
任
の
学
校
司
書
を
配
置
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

司
書
教
諭
は
12
学
級
以
上
の
学
校

に
必
ず
置
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
小

学
校
６
校
と
中
学
校
３
校
に
配
置
し
て

い
る
。

　

専
任
の
学
校
司
書
の
配
置
は
し
て
い

な
い
が
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
業
務
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

ご
み
の
再
資
源
化
と
し
て
、
プ
リ

ン
タ
ー
の
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
事

業
が
あ
る
が
、
参
加
す
る
考
え
は
。

答

非
常
に
い
い
事
業
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
参
加
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
手
続
を
進
め
て
い
る
。

中島清一 議員（旭日会）

樋浦恵美 議員（公明党）

吉田産業会館での市長との
ふれあいトーク

普通教室の冷房が設置されている
分水小学校

 高校でも奨学金は
　 受けられる 

公共施設にもＬＥＤ化を（燕図書館）

ギインホンニンガ・シッピツシテイマス
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　　　　おいらん道中などで
　　　　燕市のＰＲを

問

お
い
ら
ん
道

中
を
は
じ
め
と
す

る
各
イ
ベ
ン
ト
で

の
燕
市
の
Ｐ
Ｒ
を

ど
う
進
め
て
い
る

の
か
。
観
光
に
関

す
る
人
材
を
ど
う

考
え
る
か
。
各
イ

ベ
ン
ト
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
こ
と
で
Ｐ

Ｒ
も
効
率
よ
く
で

き
る
の
で
は
な
い

か
。
各
イ
ベ
ン
ト

の
演
出
に
花
火
を
上
げ
る
の
は
ど
う
か
。

答

観
光
協
会
も
来
年
４
月
に
統
一
を

検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
単
体
で

行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
も
有
機
的
に
組

ん
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、

県
や
県
観
光
協
会
と
も
連
携
し
て
、
燕

の
魅
力
を
発
信
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
飲
食
や
物
販
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
特
産
品
を
販
売
し
て
お

り
、
市
内
の
店
舗
誘
導
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
掲
載
も
し
て
い
る
が
、
飲
食
店
な

ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
課
題
。
県
や
県
観
光
協

会
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
県
と
の

連
携
は
で
き
て
い
る
。
リ
ン
ク
と
し
て

は
お
い
ら
ん
で
エ
コ
カ
ッ
プ
も
販
売
す

る
が
、
規
模
が
小
さ
い
。
こ
と
し
の
青

空
即
売
会
で
は
飲
食
店
な
ど
28
業
者
が

つ
ば
め
ル
シ
ェ
を
行
う
。
花
火
は
夜
間

の
イ
ベ
ン
ト
演
出
に
こ
れ
以
上
の
も
の

は
な
く
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
支
援
し
た
い
。

問

観
光
な
ど
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
は
考
え
て
い
る
か
。

答

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
は
、
お
い
ら
ん
道
中
の

場
合
﹁
き
ら
ら
ん
﹂
が
あ

る
の
で
、
観
光
協
会
が
統

一
さ
れ
て
く
れ
ば
、
よ
り

そ
の
位
置
づ
け
も
正
式
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

問

県
央
地
域
は
以
前
か
ら
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て

き
た
地
域
で
あ
る
が
、
新
潟
県
は
以
下

の
４
点
に
つ
い
て
明
確
に
し
た
。

　

①
具
体
的
な
医
療
提
供
体
制
の
方
向

性
に
基
づ
い
て
、
５
０
０
床
規
模
の
病

院
の
設
置
及
び
既
存
病
院
の
役
割
分
担

に
向
け
て
、
具
体
的
な
調
整
を
県
が
行

う
。

　

②
新
潟
県
と
し
て
県
立
の
加
茂
病
院

の
廃
止
、
縮
小
は
考
え
な
い
。

　

③
経
営
主
体
等
と
の
再
編
に
向
け
た

調
整
役
は
県
が
行
う
。

　

④
複
数
の
案
を
検
討
し
、
次
回
の
合

同
会
議
に
報
告
す
る
。

と
し
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

合
同
会
議
で
説
明
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
燕
労
災
病
院
と
厚
生
連
三
条
総

合
病
院
の
２
つ
の
経
営
主
体
に
対
し
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
経
営
主
体
と
し
て

や
る
気
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

の
協
力
要
請
を
行
っ
て
、
今
月
中
を
回

答
期
限
に
返
事
を
待
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

そ
の
回
答
を
待
っ
た
上
で
、
今
後
い

ろ
い
ろ
な
調
整
が
行
わ
れ
て
、
複
数
の

案
が
示
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
燕
労
災
病
院
が
一
つ

の
候
補
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
、
非
常
に
期
待
が
持
て
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
示
さ
れ
る
案
に
注
視
す
る
。

地
域
医
療
の
問
題
点
と

今
後
の
対
応
は

土田　昇 議員（日本共産党）

齋藤信行 議員（大河の会）

混乱する国政が
　　市政に及ぼす影響は？

耐
用
年
数
を
迎
え
る
公
共

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
は

問

市
の
施
設
で
10
年
以
内
に
耐
用
年

数
を
迎
え
る
施
設
に
つ
い
て
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
上
で
整

備
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
か
伺
う
。

答

財
産
台
帳
に
登
録
し
て
あ
る

７
５
０
棟
の
施
設
中
、
２
割
が
10
年
以

内
に
耐
用
年
数
を
迎
え
る
が
、
建
て
替

え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
行
財
政
改

革
の
観
点
か
ら
施
設
の
あ
り
方
、
必
要

性
を
検
証
し
、
必
要
と
の
判
断
が
出
さ

れ
た
施
設
に
は
、
有
利
な
財
源
を
活
用

し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問

つ
ば
め
６
次
産
業
化
推
進
事
業
は

何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
６
次
産
業

化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
成
果
・
事
例

に
つ
い
て
伺
う
。

問

国
の
特
例
公

債
法
案
が
成
立
困

難
と
な
り
、
平
成

24
年
度
予
算
約

92
兆
円
の
う
ち

38
兆
円
の
執
行
が

で
き
な
い
情
勢
で

あ
る
。
さ
ら
に
混

迷
を
き
わ
め
る
政

局
の
行
方
次
第
で

は
、
25
年
度
予
算

に
も
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
考
え
る

が
、
考
え
を
聞
く
。

答

特
例
公
債
法

案
は
、
財
源
不
足

を
補
う
た
め
の
特

別
法
で
あ
り
、
こ

の
法
案
が
年
明
け

以
降
も
成
立
し
な

け
れ
ば
、
補
助
事

業
の
予
算
や
特
別

答

昨
年
７
月
に
農
家
・
商
工
会
議
所
・

商
工
会
・
農
協
及
び
消
費
者
団
体
等
か

ら
な
る
つ
ば
め
６
次
産
業
化
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。
燕
市
特
産
品
等
の

開
発
、
定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
内
食
品
製
造
業
、
加
工
業
者
、
農
業

者
の
参
加
を
得
て
、
燕
農
商
工
連
携
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
た
。
今
後
も

農
商
工
の
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問

本
市
農
業
の
実
態
を
考
え
る
と
、

若
者
の
就
農
支
援
も
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答

本
市
に
お
い
て
、
今
年
度
新
規
就

農
者
が
微
増
の
３
名
誕
生
し
て
お
り
、

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
。
人
農
地
プ
ラ
ン
を
は
じ

め
、
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
、
青
年
就
農
者
育
成
確
保
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

交
付
税
の
支
給
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
と
懸
念
し
て
い
る
。

問

平
成
21
年
12
月
に
２
年
間
の
時
限

立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
・
通
称
金
融
支
援
法
が
平

成
25
年
３
月
に
期
限
切
れ
と
な
る
。
景

気
低
迷
・
販
売
不
振
の
中
小
企
業
を
金

融
面
で
支
え
る
重
要
な
施
策
が
終
わ

る
。
こ
の
法
案
切
れ
を
間
近
に
控
え
、

中
小
零
細
企
業
が
そ
の
大
部
分
を
占
め

る
産
業
界
の
実
情
調
査
の
必
要
性
、
認

識
を
聞
き
た
い
。

答

金
融
支
援
法
の
打
ち
切
り
に
は
強

い
関
心
が
あ
り
、
８
月
に
調
査
を
担
当

部
局
に
指
示
し
実
施
し
た
。
い
く
つ
か

の
金
融
機
関
で
の
話
に
よ
れ
ば
、
法
律

の
終
了
に
よ
る
影
響
で
返
済
が
滞
る
企

業
は
限
定
的
で
あ
り
、
大
き
な
混
乱
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
世
界
経
済
・
国
内
景

気
の
動
向
次
第
で
は
、
い
つ
危
機
的
状

況
に
陥
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
注

意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市営住宅など公共施設のあり方、
必要性が求められる

大原伊一 議員（旭日会）

塙　　豊 議員（旭日会）
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速やかとはどれくらいの期間なのか

ど
う
な
る
！　

ど
う
す
る
！

こ
れ
か
ら
の「
図
書
館
」

問

指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
図
書
館
は

全
国
で
一
割
程
度
で
あ
り
、
指
定
管
理

に
つ
い
て
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な

い
。
市
民
の
知
的
財
産
の
あ
り
場
所
と

も
言
え
る
図
書
館
の
将
来
像
を
示
し
、

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
か
ら
で
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
教
育
立
市
宣
言
に
も
反

す
る
の
で
は
な
い
か
。

答

図
書
館
の
指
定
管
理
は
教
育
立
市

宣
言
に
反
す
る
こ
と
は
な
く
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

官
と
民
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
質
の
維

持
、
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
む
。

問

仲
町
駐
車
場
は
老
朽

化
に
よ
り
危
険
で
、
取
り

壊
す
か
、
継
続
し
て
使
用

す
る
に
は
耐
震
補
強
工
事

が
急
務
で
あ
る
と
判
定
さ

れ
て
い
た
。
民
間
に
売
却

す
る
際
、
建
物
の
耐
震
補

強
工
事
を
速
や
か
に
実
施

す
る
こ
と
が
条
件
だ
っ
た

が
、
い
ま
だ
に
さ
れ
て
い

な
い
。

　

市
は
、
契
約
内
容
の
履

行
を
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
の
か
。

答

売
却
し
て
か
ら
5
ヵ

月
が
経
過
、
市
と
し
て
は

相
手
の
事
業
者
に
対
し
計

画
ど
お
り
履
行
す
る
よ
う

に
と
折
を
見
て
話
を
し
て

い
る
。

問

部
活
動
の
目
的
と
目
標
に
つ
い
て

の
再
認
識
が
必
要
で
は
な
い
か
。﹁
勝

つ
﹂
こ
と
が
目
的
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
あ
つ
れ
き
が
生
ま
れ
る
。

答

部
活
は
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
味
わ
い
、
学
校
生
活
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
し
、
人
間
的
な
成
長
を
促
す
と

い
う
意
義
が
あ
る
。
指
導
者
の
心
構
え

と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。

問

秋
葉
町
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
認
識

は
ど
う
か
。
夏
休
み
は
手
狭
で
大
変
な

状
態
だ
っ
た
。
地
域
か
ら
要
望
も
出
さ

れ
て
い
る
。

答

水
道
町
の
自
治
会
長
及
び
西
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
大
関
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
名
で
児
童
館

建
設
の
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
幼

･
保
の
適
正
配
置
と
絡
め
て
、
地
域
の

子
育
て
支
援
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問

耐
震
補
強
工
事
の
実
施
期
間
だ

が
、
市
の
考
え
て
い
た
速
や
か
に
と
は

ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
の
こ
と
か
。

答

遅
く
て
も
前
半
の
中
で
補
強
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問

仮
に
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
て
、

﹁
取
り
壊
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る

の
で
出
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う

契
約
で
は
、
何
月
何
日
ま
で
に
と
い
う

期
限
が
切
っ
て
あ
る
と
思
う
。
こ
の
民

間
の
事
業
者
と
の
契
約
時
に
お
い
て
、

期
限
は
明
記
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答

契
約
書
に
は
﹁
平
成
23
年
10
月
14

日
付
燕
市
告
示
第
３
１
７
号
に
基
づ

き
、
信
義
を
重
ん
じ
、
誠
実
に
本
契
約

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
告
示
の
３
１
７
号
に

お
い
て
、
建
物
の
耐
震
補
強
工
事
を
速

や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
売
却
の
条
件

と
い
う
の
が
契
約
の
中
で
の
明
記
の
仕

方
で
あ
る
。

齋藤紀美江 議員（旭日会）

タナカ・キン 議員（無所属）

市長の目指す日本一輝くまちとは
問

市
長
は
、
燕
市
が
具

体
的
に
何
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
場
合
に
、
日
本
一

輝
く
ま
ち
と
考
え
て
い
る

の
か
。

答

市
民
の
活
動
、
企
業

の
活
動
、
行
政
の
取
り
組

み
等
が
世
間
的
に
、
全
国

的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
活

発
に
行
わ
れ
る
た
め
、
取

り
組
む
人
々
の
姿
勢
、
心

の
問
題
と
と
ら
え
て
い

る
。
今
後
と
も
市
議
会
や

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
目

標
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

市
は
、
栄
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
活
用
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
近
い
分

水
地
区
、
小
池
地
区
に
お
い
て
、
地
場

産
業
や
観
光
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
く
る
の
か
、
今
後
の
燕
市
側
か
ら
の

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し

て
い
く
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。

問

万
盛
橋
の
改
修
を
市
と
し
て
県
に

要
望
し
て
い
る
と
思
う
が
、
見
通
し
は

ど
う
か
。

答

運
転
者
に
譲
り
合
い
を
促
す
よ
う

な
標
識
の
設
置
が
可
能
か
、
高
欄
の
改

修
も
合
わ
せ
、
引
き
続
き
地
域
の
皆
さ

ん
の
声
を
県
に
伝
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

問

空
き
家
は
、
不
審
火
に
よ
る
火
災

の
危
険
性
や
犯
罪
の
温
床
に
な
り
得
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
空
き
家
の
適

切
な
管
理
を
所
有
者
に
義
務
づ
け
、
老

朽
化
や
人
的
・
自
然
的
災
害
等
の
危
険

回
避
や
空
き
家
の
定
住
促
進
有
効
活
用

を
図
る
べ
く
、
措
置
や
施
策
を
盛
り
込

ん
だ
具
体
的
な
条
例
制
定
を
真
剣
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

来
年
度
当
初
条
例
制
定
を
視
野
に

入
れ
、
空
き
家
対
策
を
検
討
し
た
い
。

燕
市
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
ま
ち
な
か
定

住
促
進
補
助
と
組
み
合
わ
せ
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
み
た
い
。

問

環
境
、
立
地
条
件
の
よ
い
吉
田
庁

舎
の
利
活
用
は
、
燕
中
央
図
書
館
と
し

て
活
用
す
べ
き
で
、
８
万
３
０
０
０
人

有
余
の
老
若
男
女
の
市
民
が
利
用
で
き

る
こ
と
を
、
第
一
義
に
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
改
修
費
等
が
か
か
っ
て
も

全
市
民
が
対
象
利
用
で
き
る
こ
と
は
多

額
の
整
備
費
用
に
値
し
な
い
。
図
書
館

は
、
未
来
へ
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
民
の
集
い
、

交
流
す
る
市
民
に
親
し
ま
れ
、
周
辺
環

境
と
調
和
し
地
域
性
を
生
か
し
た
吉
田

庁
舎
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
市
民
に

目
線
を
置
い
て
協
議
・
検
討
す
べ
き
で
、

市
民
の
声
を
形
に
で
き
る
行
政
・
政
治

で
あ
る
べ
き
で
な
い
か
。

答

中
央
図
書
館
に
す
る
に
は
、
整
っ

た
整
備
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平

屋
棟
に
加
え
て
３
階
ま
で
手
を
加
え
な

い
と
難
し
く
、
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
。

　
　
　
　

市
民
の
目
線
に
立
っ
た

行
政
運
営
を
！

丸山吉朗 議員（大河の会）

山﨑雅男 議員（旭日会）

分水熊森地区の信濃川にかかる万盛橋

イッパンシツモンニハ・ギインノ・セイサクテイゲンモ
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皆さんの要望を議会はこう審議しました

福島県田村市

学校給食センター
施設の概要施設の概要…田村市の学校給食未実施校の解消と、既…田村市の学校給食未実施校の解消と、既

存給食センターの老朽化に伴い、市内小・中学校・幼存給食センターの老朽化に伴い、市内小・中学校・幼

稚園を対象とする新たな学校給食センターを建築。平稚園を対象とする新たな学校給食センターを建築。平

成 24年１月１日供用開始。成 24年１月１日供用開始。

施設の特徴施設の特徴…夜間電力を活用する空調機・給湯器や最…夜間電力を活用する空調機・給湯器や最

新の高効率電気厨房機器を備えたオール電化施設。最新の高効率電気厨房機器を備えたオール電化施設。最

大食数 4,300 食。大食数 4,300 食。

福島県河沼郡柳津西山

地熱発電所
施設の概要施設の概要…平成 7年 5月に運転を開始した、日本…平成 7年 5月に運転を開始した、日本

最大の地熱発電所。最大の地熱発電所。

燕市議会ではソーラー発電誘致に取り組むなど、エネ燕市議会ではソーラー発電誘致に取り組むなど、エネ

ルギー問題に関心を高めており、環境への負担が少なルギー問題に関心を高めており、環境への負担が少な

く、純国産のクリーンなエネルギーである地熱発電にく、純国産のクリーンなエネルギーである地熱発電に

ついて研修を受けました。ついて研修を受けました。

燕市でも今後２つ燕市でも今後２つ
の給食センターのの給食センターの
建設が予定されて建設が予定されて
おり、意義のあるおり、意義のある
研修となった研修となった

■私立高校生が学費を心配せず学
べるように私学助成の増額・拡
充を求める意見書の採択に関す
る請願

■国民の健康を守り、ドナーの骨
髄提供しやすい社会環境づくり
を図る「骨髄バンク・ドナー助
成制度」創設を求める意見書

請願者

　新潟県私学の公費助成をすすめる会

　会長　中村直美

発議内容

　平成 24年６月議会へ提出され採択された

燕市での「骨髄バンク・ドナー助成制度」創

設を求める請願を受け、本制度は広く世間一

般に普及されるべきとの考えから、国への制

度創設を求めるものです。

採択
全会一

致

可決
賛成多

数

市議会は市の命令系統の一部か？

指
定
管
理
委
託
と

再
就
職

問

指
定
管
理
者
制
度
が
、
民
間
の
安

い
コ
ス
ト
を
利
用
し
た
下
請
け
依
存
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
指
定
管
理
委

託
に
よ
っ
て
減
っ
た
分
の
仕
事
が
役
所

の
人
員
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
。

答

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
確
保
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
指
定
す
る
も
の

で
、
単
な
る
価
格
競
争
に
よ
る
入
札
で

は
な
い
。
ま
た
人
員
の
一
定
の
削
減
効

果
も
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

で
、
地
域
の
人
材
の
活
用
、
地
域
団
体

の
育
成
や
振
興
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

問

正
し
く
な
い
命
令
で

も
遂
行
さ
れ
て
し
ま
う
の

が
官
僚
組
織
だ
が
、
市
長

は
命
令
の
正
し
さ
を
判
断

す
る
と
き
に
議
会
に
耳
を

傾
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
、
議
会

は
市
と
い
う
管
理
組
織
の

上
意
下
達
の
指
揮
命
令
系

統
の
一
部
と
考
え
て
い
る

の
か
。

答

議
会
は
市
と
い
う
管

理
組
織
の
上
意
下
達
の
指

揮
命
令
系
統
の
一
部
と
考

え
て
い
る
か
と
の
言
い
方

を
さ
れ
た
が
、
一
切
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
二

元
代
表
制
で
あ
り
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
市
民

の
代
表
と
し
て
敬
意
を
表

問

指
定
管
理
委
託
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
よ
る
人
員
削
減
数
は
。

答

吉
田
南
地
区
統
合
保
育
園
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
、
可
能
な
施

設
の
指
定
管
理
を
含
め
て
20
人
程
度
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

問

補
助
金
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
組

織
に
燕
市
の
旧
職
員
が
再
就
職
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。
ま
た
無

償
貸
与
な
ど
、
人
・
物
・
金
の
３
点
セ
ッ

ト
の
委
託
が
続
く
今
後
の
時
代
を
、
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答

当
該
団
体
ま
た
旧
職
員
も
能
力
や

知
識
、
経
験
等
を
互
い
に
役
立
て
た
い

と
職
に
つ
か
れ
て
い
る
。
市
が
各
団
体

へ
職
員
の
就
職
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る

事
実
は
全
く
な
い
。
退
職
後
の
再
就
職

を
市
が
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
は
一
切
な
く
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
条
例
を
就
任
早
々
つ
く
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
業
務
に
問
題
が
起
き
な
い
よ
う

法
令
遵
守
に
努
め
て
い
る
。

し
、
真
摯
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

例
を
挙
げ
れ
ば
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
が
県
内
で
も
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
先

が
け
て
で
き
た
わ
け
だ
が
、
私
が
そ
の

気
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
市
議
会
で
の

提
案
で
、
こ
の
提
案
が
な
け
れ
ば
実
現

は
な
か
っ
た
と
理
解
し
、
素
直
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

民
主
主
義
の
原
理
と
は
全
員
に
か

か
わ
る
こ
と
は
全
員
に
よ
っ
て
討
議
さ

れ
、
同
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
政
府
の
原
発
再
稼

働
へ
の
政
治
姿
勢
は
、
民
主
主
義
の
原

理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
。

答

現
政
府
の
原
発
稼
動
へ
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て
は
、
現
政
府
の
政
府
内
で

議
論
し
、
政
策
に
つ
い
て
は
国
会
で
議

論
し
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
法

に
の
っ
と
り
政
策
が
決
定
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
、
民
主
主
義
の
原
理
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

中山眞二 議員（旭日会）

阿部健二 議員（無所属）

建設が進む「燕南こども園」

メガソーラー発電施設（上河原地内）

請 願請 願 議員発議議員発議

セイガンハ・ダレデモ・ダセマス
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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E９月定例会の議決結果

　経済の先行きへの不透　経済の先行きへの不透

明感がうかがわれること明感がうかがわれること

から、県の補助金等を活から、県の補助金等を活

用し、市内企業の新たな用し、市内企業の新たな

販路・需要開拓への支援販路・需要開拓への支援

など緊急課題に迅速に対など緊急課題に迅速に対

応するとともに、生活道応するとともに、生活道

路・通学路の安全・安心路・通学路の安全・安心

確保対策、地域の教育・確保対策、地域の教育・

子育て支援などのために子育て支援などのために

補正しました。補正しました。

　中小企業の海外展開に向けた事業の取り組みとして、　中小企業の海外展開に向けた事業の取り組みとして、

海外見本市に出展し海外に向けて燕の優れた産地製品の海外見本市に出展し海外に向けて燕の優れた産地製品の

ブランド力を高める事業に対しての支援。ブランド力を高める事業に対しての支援。

　道路利用者の安全・安心を確保するため、大雪等で損傷　道路利用者の安全・安心を確保するため、大雪等で損傷

度が増している道路や側溝等の小修繕を実施。また、防護柵度が増している道路や側溝等の小修繕を実施。また、防護柵

等の交通安全施設工事を実施し、通学路の安全確保を徹底。等の交通安全施設工事を実施し、通学路の安全確保を徹底。

　冬期間の生活道路の確保及び道路利用者の安全・安心　冬期間の生活道路の確保及び道路利用者の安全・安心

を確保するため、老朽化した消雪井戸の掘り替え及び改を確保するため、老朽化した消雪井戸の掘り替え及び改

修工事を実施。修工事を実施。

燕

企

南こども園の
開設のために

業
支
援
・
安
全
・
安

心
・
教
育
等
の
た
め

海外販路開拓支援事業に　　　   740 万円

道路施設等修繕工事に　　　   1,500万円

消雪施設整備事業に　 　　　   2,000万円

来年４月開設来年４月開設

予算増額予算増額

「燕市立認定こども園条例」を制定
◎全員賛成で可決◎全員賛成で可決
　燕市立燕南幼稚園と燕市立南保育園を一体　燕市立燕南幼稚園と燕市立南保育園を一体

化した認定こども園「燕市立燕南こども園」化した認定こども園「燕市立燕南こども園」

を平成 25 年４月に開設するために条例を制を平成 25 年４月に開設するために条例を制

定しました。定しました。

　「燕南こども園」は、認可幼稚園と認可保　「燕南こども園」は、認可幼稚園と認可保

育園が連携して、一体的な運営を行う幼保連育園が連携して、一体的な運営を行う幼保連

携型の認定こども園として、３歳から５歳児携型の認定こども園として、３歳から５歳児

の短時間児（幼稚園児）と１歳から５歳児のの短時間児（幼稚園児）と１歳から５歳児の

長時間児（保育園児）を受け入れ、幼稚園と長時間児（保育園児）を受け入れ、幼稚園と

保育園の３歳から５歳児の同年齢児が同じク保育園の３歳から５歳児の同年齢児が同じク

ラスで一緒に活動できる共通利用時間を設けラスで一緒に活動できる共通利用時間を設け

て教育・保育を行うものです。て教育・保育を行うものです。

　この条例は、教育と保育を一体的に提供し　この条例は、教育と保育を一体的に提供し

て地域の子育て支援を行うことや、事業の内て地域の子育て支援を行うことや、事業の内

容、保育料や委任についての規定がうたわれ容、保育料や委任についての規定がうたわれ

ています。ています。

（平成 25年４月１日から施行）（平成 25年４月１日から施行）

●●問　こども園の職員配置など体制については　こども園の職員配置など体制については

どうなるのか。どうなるのか。

●●答　　幼稚園と保育園の３歳から５歳児の同年幼稚園と保育園の３歳から５歳児の同年

齢児は、同じクラスで一緒に活動するこ齢児は、同じクラスで一緒に活動するこ

ととしているため、幼稚園教諭・保育士ととしているため、幼稚園教諭・保育士

の両資格を有した職員を配置する。の両資格を有した職員を配置する。

ドウナル？　ドウナッタ？

燕市立図書館の条例改正燕市立図書館の条例改正

指定管理者制度の指定管理者制度の導入導入がが可能可能にに

９月定例会

　この条例改正は、来年度から市内３つの図書館　この条例改正は、来年度から市内３つの図書館

の管理運営に指定管理者制度導入を計画しているの管理運営に指定管理者制度導入を計画している

ことに伴い、指定管理者による管理ができるとすことに伴い、指定管理者による管理ができるとす

る条文を加えるとともに、指定管理者が行う業務る条文を加えるとともに、指定管理者が行う業務

の範囲や管理の基準などを定めるものです。の範囲や管理の基準などを定めるものです。

　指定管理者制度とは、公の施設の設置目的を効　指定管理者制度とは、公の施設の設置目的を効

果的に達成するため、地方公共団体が指定する事果的に達成するため、地方公共団体が指定する事

業者その他の団体に、公の施設の管理を行わせよ業者その他の団体に、公の施設の管理を行わせよ

うとする制度です。図書館への指定管理者制度導うとする制度です。図書館への指定管理者制度導

入の目的は、民間事業者等が有するアイデアの活入の目的は、民間事業者等が有するアイデアの活

用により、市民への図書館サービスの質的向上と用により、市民への図書館サービスの質的向上と

経費の縮減を図ることです。経費の縮減を図ることです。

市区町村立図書館の    市区町村立図書館の    
指定管理者制度導入の状況指定管理者制度導入の状況

●全国の導入状況●全国の導入状況
　2010 年度までに、全国の図書館総数約 3,100 施設の　2010 年度までに、全国の図書館総数約 3,100 施設の
うち 273 施設で指定管理者制度を導入。また、2011 年うち 273 施設で指定管理者制度を導入。また、2011 年
度に導入予定の施設数は 20 施設。近年では指定管理者度に導入予定の施設数は 20 施設。近年では指定管理者
制度を導入する図書館が増加していることが分かる。制度を導入する図書館が増加していることが分かる。

●県内の導入状況●県内の導入状況
・長岡市（中央図書館を除く市立図書館）・長岡市（中央図書館を除く市立図書館）
・三条市（栄分館、下田分館を含む）・三条市（栄分館、下田分館を含む）
・見附市・南魚沼市・妙高市・十日町市・見附市・南魚沼市・妙高市・十日町市

◆賛成多数で可決◆賛成多数で可決

条例条例のの制定制定やや改正改正・・補正予算補正予算
　主　主なな議案議案のの審議審議についてについてお知らせしますお知らせします

区 分
特別区・
政令市

市町村 合　計

指 定 管 理 制 度
導 入 図 書 館 数

 109 164 273

導入年度

〜 2005 年度      6   6 12

  2006 年度     18  38 56

  2007 年度     24  24 48

　2008 年度     10  38 48

　2009 年度     25  27 52

　2010 年度     26  31 57

2011 年 度 に 導 入 予 定 2 18 20

指定管理者制度の導入状況（図書館数）

※参照：日本図書館協会「図書館における指定管理者制度
　導入結果について」2011 年

■市長提出議案（30件）
件　　　　　名 結果 採決状況

平成 23 年度決算（10 件）
一般会計 認定 賛成多数

国民健康保険特別会計 認定 賛成多数

後期高齢者医療特別会計 認定 賛成多数

介護保険事業特別会計 認定 賛成多数

公共下水道事業特別会計 認定 賛成多数

土地取得特別会計 認定 全会一致

住宅団地造成事業特別会計 認定 全会一致

企業団地造成事業特別会計 認定 全会一致

温泉保養センター特別会計 認定 全会一致
水道事業会計剰余金の処分及び決算 認定 賛成多数

新潟県中越衛生処理組合規約の変更 可決 全会一致

新潟県中越衛生処理組合の解散 可決 全会一致

防災会議条例の一部改正 可決 全会一致

災害対策本部条例の一部改正 可決 全会一致

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正 可決 全会一致

ペット霊園の設置等に関する条例の制定 可決 全会一致

デイサービスセンター条例の一部改正 可決 全会一致

市立図書館条例の一部改正 可決 賛成多数

市立認定こども園条例の制定 可決 全会一致

財産の取得 可決 全会一致

市道路線の認定及び廃止 可決 全会一致

平成 24 年度補正予算（６件）
一般会計補正予算（第 4 号） 可決 全会一致

一般会計補正予算（第 5 号） 可決 全会一致

介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決 全会一致

公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号）可決 賛成多数

企業団地造成事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決 全会一致
水道事業会計補正予算（第 1 号） 可決 全会一致

■議員提出議案（２件）
件　　　　　名 結果 採決状況

国民の健康を守り、ドナーの骨髄提供しやすい社会環境づく
りを図る「骨髄バンク・ドナー助成制度」創設を求める意見書

可決 賛成多数

私立高校生が学費を心配せず学べるように、
私学助成の増額・拡充を求める意見書

可決 全会一致

賛 成 意 見
　行政に対して民間事業者の経営感覚を取り

入れていただきたい。そのためにも指定管理

者制度の導入を可能にする本条例案について

は賛成である。

反 対 意 見
　将来の図書館像も見えぬ中、制度を導入す

るとした結論を先にして、行政がとるべき直

営の努力が見られない。現在は制度の導入評

価が定まらないままで時期尚早である。
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　みんなの力を
　　大きなパワーに

「編集委員１人一言」

議会が 　 近くなるもっと　　

【議会報等特別委員会】

委　員　長：長井由喜雄　副委員長：小林由明
委　　員：渡邉雄三　タナカ・キン　齋藤紀美江
　　　　　齋藤信行　中條征男

　先日、リニューアルされた議
会だよりに目を通し、「見やす
くていいね～」と思ったのが、
私の率直な感想です。カラーに
なって見やすくなり、何となく
目を通したという、私のような
人も多いのではないでしょうか。

　私は社会福祉協議会に勤務をしており、だれもが
住みやすいまちをつくるため “助けあい・支えあい”
を推進するお手伝いをしています。「市政」と「ま
ちづくり」に共通すること……それは、市民の皆さ
んが主役であることだと思います。自分たちのまち
は自分たちで、自分たちの住みやすいようにつくっ
ていく必要があるのではないでしょうか。住みよい
まちにするために、パイプ役の議員の皆さんが日々
どのような活動をしているのか、市政はどのよう

な動きをしてるのかということを知っておくことも、
私たち市民の役割なのかなと感じています。
　かつての地域のように行政が行ってくれるのを待
つのではなく、行政と市民とが協

※

働しながら、とも
にまちづくりをしていけばもっと素敵なまちになる
ことが期待できます。そのためには、“市民の声” を
代弁する議員さんの存在が重要だと思います。
　議会の様子は仕事をしている人も、議会だよりを
見ることで現状を知ることができます。興味・関心
を持つきっかけは人それぞれだと思います。
　“だれかが” ではなくて “みんなで” 支えあって、
住みやすい魅力的な燕市をつくれたらいいですね。

門
もん

谷
や

淳
じゅん

子
こ

さん（燕市水道町）

※協働とは…相互にお互いの不足を補い合って、ともに
協力して課題解決に向けた取り組みをすることです。

　

巨
大
な
ク
レ
ー
ン
を
使
っ

て
建
設
中
の
新
庁
舎
は
、
黄

金
色
に
輝
く
田
ん
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に
囲
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れ
て
そ
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姿
を
現
し
て
き
ま

し
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。
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く
り
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と
し
て
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完
成
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す
。
新
し
い
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し
い
行
政
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で
あ
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て
ほ
し
い
で
す
ね
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今号の今号の

表紙表紙

長井由喜雄　合併
後ずっと議会だよ
りの編集に関わり
ました。外見も中
身もずいぶん前進
したと思っていま
す。ネットを通じ
た発信にもご期待
ください。

小林由明　２年間
ありがとうござい
ました。議会報
は、公平公正な観
点で、住民と議会
をつなぐ大切なも
のです。今後もよ
ろしくお願いいた
します。

渡邉雄三　議会報委員として多
くの事を学び感謝しています。
議会報を１人でも多くの人に読
んでいただきたいとの思いで務
めさせてもらいました。今後、
議会報がより多くの市民の皆様
に愛されるよう願っています。

タナカ・キン　新人
の小林・渡邉議員の
参加もあって、表紙
をカラーにしたのを
はじめ内容も見やす
くなったと思ってい
ます。あとは次の委
員にバトンを託し
ます。

齋藤紀美江　多くの伝
えたい事柄を短い文章
で、いかにわかりやす
く伝えることができる
か。毎回、議会報の編
集時に悩んだことで
す。「言葉をそぎ落と
す」ことの重要さを教
えられました。　　　

齋藤信行　２年間
やってみて、「読
者の立場に立って
読みやすく」とつ
くったつもりで
す。市民の皆様に
親しまれる議会報
にしたいと思いま
す。

中條征男　最近は異変で
あるのか異常であるのか
心配である。領土主権問
題、災害等や政治の不安
定さなどで多くの方は不
安を持っていると思う。
政治の安定を望む。　　

次
回
定
例
会
は
、
12
／
11（
火
）
開
会
予
定　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局　
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燕市議会では、10月１日から議員の
発言がホームページで簡単に見られる
「会議録検索システム」を導入しました。

※一部のブラウザでは見られませんので、ご了承ください。


